
古民家の孝クト暮物筆

完成が待 たれる

今を去 る17年前、秘境越 中五箇山から 1

軒 の家が姿を消しました。ダムエ事のため

5軒あ つた桂集 落も現在 は全 くその姿を と

どめてい ませんが、場所を移して農家園内

の旧江向・ 1日野原・ 1日山下各家の間 にその

姿を再 びあ らわそ うとしているのがこの写

真 (移築調 のlE山田家です。 ''日本民家

園 だよ り '7第 1号 でお知 らせした ような

概 要の古民家ですが、これにあるとおり富

山にあ りなが ら岐阜の特こもも つている古

民家で、 4つ揃 ぇば比較研究 。学習 など野

外博物 館 の本領を発揮 する格 好のものとな

ることでし

よ う。
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1日山 田家復原

縁側 などもな くな り、切妻 。平入 りの飛

騨形 合掌造 りのような古民家 となります

工事 は 1日=澪家積に取替材 の未喜 り 。吉

材 の補修 などの作業場区域、
´
縞▼ての建

設区域と 2個所に分 けて進行 中ですが、

来年 4月 には完成 し公開 する予定となつ

て お・りますので御期待 ください。

な お、建設工事区域はネ ッ ト・ フエン

ス張 りで施工 中ですので、珍 らしい本部

組立て や茅屋根葺き (来年 1月 下旬 より約

1ケ月 の予知 の状況 もつぶ さにこ覧いた

だけます。

.´姜 二 療

昭和60年 度

1日山田家住宅・移築前



貌 蒐 蛛 義 務 2回 鉢 該 臨 調 開かる (Ю .器→

第 2国民家園協議会が 10月 23日 、旧

山下家学 習室 で開 かれました。

冒頭、園側 より20年に三 る古民 家等

の移築・復原の状況、園が行 つてい る

博物露活 動や運営管理及 び安全 対策 に

ついて説 H・E後、これを うけて園内を 視

察 し、その後委員からこ意見 。こ感想

を 聞きました。主なものを挙 げ ます と

△  防災体制に ついて

百民家の集落施設と して、 20年の
′
`ふ しめ "を迎 え、数百年 以上 に亘

り後世 に残 してい く責務 上 、 この際

抜本的 かつ体系的な防 災対策 を講 ず

る必要 がある。

△ 環境整備 について

園路等 は、現在の来園者 のための

観覧 動線 の他 に、環境管理 の ための

いわゆる管理動線を区別す るこ とが

野外博物 露においては、検討課 題 と

な つて くる。   
´

△ 民俗 資料の保存について

鉄類を使用 した民具の錯止 め につ

いて最近改良 された良 い防錯材 もで

きたので今後可能な限 り活用した方 が

良 いと思 う。

△ 学校教育 との連携 について

教師のために、古い時代の生 き方 や

生 活 そ のものについて、専 門的な案 内

書 に よる研修などを行い、生徒 へ の十

分な指導ができるようにしてはど ぅが

△  ボランテイアの育成について
'「

書のくらしを考える会」等の講座

開設 (市民館との連携)が考えられる

が、園には「良い素材」が沢山あると

思 う。地域グループ「 文化財友の会」

でも何名かの関心ある人の協力も考 え

られる。

△ 今後にむけて

「 民家園を何のために作つたのか」

という当初の思想を十分に考慮し、フ

イール ドミュージアムとしての日の使

命をいかに生かすべきかを常に模索 し

てい くことが層要なこととなろう。

以上、協議の一部ですが、委員の熱心

な発言に多 くの課題が示され、大き く羽

ばたこうとする民家目が浮き彫 りされ開

会となりました。

やう
・

ヽ 使われていたのでしようか。

入園者から寄せられたこ意見 。こ感  ◎ガイドまたは説明テープが聞けるよう

想の中からいくつかをご紹介します。   にして欲しい。

◎家の中が暗いですね、床上にあがれ  ◎当時の人物 (人形)を置くと、音の生

ないのが残魯です。        1  活がよくわかると思う。

◎民具がありましたが、音 どのよ うに/ ◎中国 。九州・四自の民家も集めては・・

「 園からのコメン ト」

●暗い所はスポ ツト、あんどん等 で随処を明 るくしていま
°
す。 ●吉民家・晨具の説

明効果を高める方法は、今後検討 します。 ●百民家等の復原増設は地元保存 、敷 地

面でむずかしい状況です。 ●各家 の観覧は、文化財のため現行の方法ですすめ ます

のでご理解 ください。

箔



お正月を迎えるための民準妻二各種シメナワ・オミキのクチについて
シメナワの自来

お正月が近づ くと、どこの家でも神 桁にシメ縄を は り、玄開に玉飾 りを つけてお正

月を迎 える準備を します。シメ縄 は本来 、神聖 な場所を示す境の目日で した。各家庭
でも大庭 日には一年間の邪悪を払 い、新 しい年が汚れのない良い一年 である事を祈 つ

たのですが、今ではお正月の装飾 の様 な感 じにな りましたが、本来 は神 聖 な祈年行事

であつたのです。

シメナワ (注違縄)のいろいろ 屋、便所 などにも黒 りさげ ます。
〇ナヮジメ

_ワ ラの先 だけ縄にした簡単 なもの

という意味から「一文飾」と呼ば

れたのでしよう。一軒の家で20ボ
υ[i3:1:lζ::71鷹‖

多‖多lι‖√ll

社 の拝殿や鳥居に張つてあるもの で、祭

ネLの 時 、商店街などにも張 られる事があ

ります。タレとシメは、汚れを夜 うもの

で、この下を通 る事に よつて、清 らかな

身になれるというもの です。

ていることから呼び名

が ついたのでしよう。

神 稲 の前 に張 り、 シ メを つけ ます 。元 を

向 つて有の方 にす るの が一 般 的 で す が 、

先 を家 の異 に向 けて、冨 や幸 福 が 家 に 入

るように、という意味に張ることもある

①ダイコンジメ

ゴボ ウジ メと似 てい

ます が、こちらは 中

が最も太 くなつてい ま

す。これは荒神さま (火 の る も

ので、かまどの煙の ゆくところへ図の様

に縄 で吊ります。荒神ジメともいい、宝

船 の形 にする地方 もあ ります。

〇イチモンジメ (一文節 り)

前に紹介したものに比べ、簡単な飾 り

の もの で、家の各出入 口や、物 置 、馬 小

位 つ くる家 もあ ります。

①タマカザリ (玉飾り)

これ は玄 関に飾 るもの で

最 も一 般 的 で、基本 的に は
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1 生 田 緑 地 か い わ い

生田緑地は、多摩丘陵の一角を占め、広さは433.00仇あ り、起伏に富む地形を R
ぬぎ」「こなら」等の雑木本が覆ぃ、「なんばんぎせる」や「たまのかんあおぃ」 等
の野草類もここでは自然のままの姿で見られます。又、昆虫や野鳥類もその種類 が
多 く、ここの自然を形成する大切な一員として生育されております。

一方 、奈良時代 に築営 されたと言わ れる生 田長者穴 古績詳や鎌 倉時代の武将 ・ 稲
毛三郎重成 の居城址と伝ぇ られてぃる耕形 山等歴 史的にも興味深いものがあ ります

準 田緑地東門か ら杵形 山へ登 る道 の所 々に削 られた童がぁ り、これを 見ると多摩
丘 陵が生 まれてからの歴 史を地質学 的に も学が る年 きヽ教材でもあ ります。

この豊かな自然に恵まれた環境のほぼ中央に 日本民家園が位置し、約30.000m2の
中に20軒の百民家等が静かなたたずまいを見せ、内部の民具は、その時代の人々の
牛活をしのぶことができます。
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民家園 だよ り第 2号がで

き ました。お正月 が近づき

ましたので、''し めなわ
″

t'み
きの くち 'ア の手 づ くり

特員を まとめてみました。

ぜひこ家族で、グループで

作 つてみてはいかがで しょ

うか。これからも督様に規

しまれる「 民家薗だより」

に したいと思い ます。

民具づくり教室―〆縫作リー
    ・ ‐

■2月 1日・ 8日 (日)    ■2

0定 員 30名 (2日 とも参加できる方)    月

○受講料 無料
○申 込 11月 7日 (alか ら往復′ヽガキで 0先清順
0内 容 じめかざりのつくり方
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